
　そこで今回の補助事業で導入したのがRolandDG社のインクジェットプリン
ター TrueVIS VG2ー６４0。従来のインクジェットプリンターに加え、導入機と
の2台でワンストップ体制を強化し、待ち時間の解消と印刷物の品質向上につ
なげることができるようになった。
　インクを８色の顔料系を使用することにより、文字や色をくっきりと鮮明に
映し出せ、印刷後もすぐに乾くなど、これまでの染料インクと比べ耐光
性、耐水性、保存性に優れている。特に新色のグリーンとオレンジによ
り色彩豊かなインクをつくることができるようになったことで、カラフ
ルな印刷物も可能となり、店舗看板やステッカーなどの制作依頼も
増えてきた。
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　1979（昭和54）年に精密機器の販売修理業をスタート。2016（平成28）年に中野純氏が3代目の
社長に就任。測量機器販売をはじめ、工事安全用品・標識等の販売、コンピューターシステムの販売と
サポートを軸に島根県西部、山口県北部をエリアに、事業を展開している。中でも看板製作は安定的な
伸びをみせていたが、最近、多品種少量、短納期、カラフルさなどオリジナルのオーダーが増え、それに
十分な対応ができず、他県からの競合に市場を脅かされるようになってきた。
　また、取引先の事業者は建設関連が8割と偏っており、今後の安定した基盤を構築する上で、異業種
の取引先を増やしながらバランスよく分散させることが必要となった。看板製作では、小売業や自動車
販売業など取引先からの需要が増加しているものの、制作から納品までの時間待ちが多い。そこでデザ
イン→印刷→看板製作のワンストップ体制を構築して、スピードアップや高品質化を図ることを決意。
それを進めることにより、建設関連をはじめ、外食産業、店舗型小売・サービス業、自動車関連、さらには
地域の団体・個人もターゲットにするなど、広範囲な市場開拓の可能性が広がると考えた。

島根西部、山口北部で測量機器販売など多様な事業を展開
順調に伸びてきた看板製作に他県から競合の脅威

4342

Company Data

ワンストップ体制の構築で短納期、品質向上を実現
市場拡大、新規顧客開拓で経営基盤安定化を目指す

　県東部に比べ事業が遅れている高速道路建設もこのところ動き
が活発化。山陰自動車道「三隅・益田道路」の工事は着々と進み、
2025（令和7）年度には開通予定。また、市内における都市計画道
路の工事も着々と進んでいる。さらに萩市に向けての高速道路の
整備が始動、島根県観光キャラクター「しまねっこ」をあしらった建
設工事現場での告知看板やコーンなど安全保安用品の需要が期
待できる。中野社長は、この好機を着実に生かしていきたいと考え
ており、それには新しいインクジェットプリンターが大いに活躍し
てくれると期待している。

■対象類型

■導入機械装置
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主たる業種：機械器具卸売業
本社：〒698-0042　益田市中吉田町３６４-１
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　さらに新印刷機には最新のカッティング機能を備え、高精度なプ
リントとカットができ、仕上がりがきれいになった。また、テストプリ
ントや補正などが発注者のスマートフォンやタブレット上で遠隔操
作できるため、効率的な運用ができ、喜ばれている。「さらに売り上
げを向上させるべく市場拡大、新規顧客開拓に向けて取り組んで
いきたい」と中野社長は意欲をみせる。

Roland製TrueVIS VG2-640セット

代表取締役　中野純

1　導入したRoland製 TrueVIS VG2-640
2、3　導入したインクジェットプリンターで印刷したステッカー商品
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革新的サービス

▢ ものづくり技術　▢ 革新的サービス

会社外観

■事業

デザイン、印刷、看板製作のワンストップ体制を構築し、
生産性向上化事業
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1･2 令和元年度補正・令和二年度補正
ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金R

職員の幸せを第一に考え、お客様に満足のいただけるサービスを常に提供する。経営理念

萩市に向けての県西部の高速道路整備が本格化、
工事現場の需要を見込み、「この好機を生かしたい」


